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森野　義男

維持会レター

維持会会員の皆様におかれましては、日頃より本学の維持発展に多大なるご協力
を賜り、誠にありがたく、心から御礼申しあげます。

新型コロナウイルス感染症の世界規模の蔓延により、長期にわたる緊急事態宣言
下で多くの方が不自由な生活を強いられ、心身への負担はもとより、経済的にも深刻
な影響を受けられていることと存じます。直接的、間接的に影響を受けられている皆
様に心よりお見舞い申し上げます。

このような時代において、本学に求められていることは、大学の社会的責務を全う
するため、教育と研究を止めないこと。特に、我が国有数の理工系総合大学として、
コロナの克服に資する研究、またアフターコロナの新たな社会を見据えた研究の充
実等、社会からの期待・要請に応えうる体制の構築が必要です。

ただ、何より緊急性の高い課題は、このような状況下においても、経済的な理由
から就学を断念する学生を出さないよう支援を行うことであり、既に、家計状況の悪
化した学生を対象に5億円規模の支援金を準備し、一人当たり10万円を給付する「東
京理科大学家計急変支援金（新型コロナウイルス感染症対応）」を新設し、5月14
日より募集・給付を開始しております。

加えて、授業料の延納、遠隔授業に必要な機器の貸与、オンラインによる学生相
談などの支援策等次々と実行し、理事会、学長室、教職員一同、総力を挙げて学生
をサポートしております。

更に、今般、より困窮度合いが厳しく、学費の納入が極めて困難な学生を対象に、
前期分の学費の全額もしくは半額を減免する「東京理科大学授業料等減免奨学金（新
型コロナウイルス感染症対応）」を6月25日付けで新設し募集を開始しました。

これらの支援にあたり、既に6月1日より、家計が急変した学生に対する支援金
の募集を「維持拡充資金（第二期）コロナ支援金」として開始させていただいてお
ります。

維持会会員の皆様には、多大なご協力をいただいているところではございますが、
今後も引き続きご支援を賜りますようお願い申しあげます。

維持会会員の皆様、日頃より母校に多大なるご支援を賜り、誠にありがとうご
ざいます。この度の緊急事態宣言の発出に伴い、お問い合わせなどの対応に、ご
不自由をお掛けいたしております。メールなどで対応いたしておりますので、ご
理解のほどよろしくお願い申しあげます。この状況に伴い5月開催予定の常任維
持会も書面にての開催となりました。委員の皆様には新規会員の承認及び追加寄
付者の醵金実績の登録を無事完了させていただきました。

また、本年度は評議員候補者選考委員会委員選出にあたり、常任維持会員3名
をご承認いただきましたことを、併せてご報告申しあげます。

さて、今般のコロナ禍による家計急変学生に対して緊急支援をいたす事とな
り、皆様にご協力をお願いいたす次第です。既にホームページなどでご案内いた
しておりますが、寄付金申込書の通信欄「コロナ支援金」とご記入いただきます
と、皆様の温かいお気持ちを家計急変学生に届ける事ができますので、ご支援の
ほど、よろしくお願い申しあげます。クレジット決済をご利用の場合でも「コロ
ナ支援金」と記入が可能です。ホームページから簡単に入ることが可能ですので
是非ご利用ください。今般のコロナ禍でのお願いでございますが是非ともよろし
くお願い申しあげます。維持会会員の皆様には十分な予防にお努めいただきます
ようお願い申しあげます。
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「家計急変学生支援」へのご協力について（お願い）

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、皆様、不安な日々を送られていることと存じます。未だ終息
が見通せない中、世界中で猛威をふるい、すでに日本でも 1万 6千人を超える感染者、800人を超える尊
い命が失われました。今回の感染症により亡くなられた方々には深い哀悼の意を表しますとともに、病気
と闘っておられる方々、不便な生活を強いられておられる皆様に、お見舞いを申し上げます。また、この
状況下において、社会を支えるべくご尽力頂いている医療関係者をはじめとする皆様に心より感謝申し上
げます。

　本学においても、感染拡大防止のため、学生の安全と健康を最優先に検討を重ね、一堂に会しての卒業式、
入学式を中止するとともに、学生及び教職員の構内への立ち入りを原則禁止し、5月 1日よりオンライン
による講義を開始しています。今後も感染の状況に留意し、感染拡大を防止しつつ、教育と研究の継続に
努めて参る所存でございます。

　感染症の拡大により、諸々の活動は大きな制限を被り、日本のみならず世界経済の低迷は避け難く、長
期化が予想され、学費を負担する保護者等の家計急変や学生本人のアルバイト収入激減等により、経済
的に困窮し、学業継続が困難な学生の増加が危惧されています。既に学納金の延納の申請は例年と比較し
200名以上増加しております。また、ホームページにも掲載しておりますが、家計状況の悪化した学部学
生ならびに大学院学生を対象に 5億円規模の支援金を準備し、基準を満たす学生に一人当たり 10万円の
支援金給付を開始しています。さらに、遠隔授業の受講に際し、自身で機器を揃えられなかった学生を対
象に PC、タブレット、モバイルWi-Fi ルーターの貸し出しも行っております。

　これらの施策に加え、将来を担う学生に質の高い教育を提供する努力を続けておりますが、経済的な理
由から修学を断念する学生を出さぬよう授業料の減免を含む更なる支援の準備も進めております。

　つきましては、家計が急変した学生に対する支援金の募集を下記のとおり開始いたします。厳しい社会
情勢のもと恐縮ではございますが、何卒、趣旨にご賛同頂き、ご支援とご協力を賜りたく、宜しくお願い
申し上げます。

記

募金名称：維持拡充資金（第二期）コロナ支援金

募集期間：2020年 6月 1日～ 12月 31日	

※�個人寄付の場合、寄付金控除を受けることができますので、お送りする領収書を用いて確定申告をお願
いいたします。

※お手持ちの寄付申込書をご利用の場合は、通信欄に「コロナ支援金」と明記ください。

家計急変学生支援
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【維持拡充資金（第二期）　寄付額】
（2019年10月1日 ~2020年3月31日）

個 人 44,317,000円
団 体 50,000円

（4,115,000円は個人の累計に算入します。）

こ う よ う 会 14,296,000円
法 　 人 129,100,000円
合 計 187,763,000円

【維持拡充資金（第二期）　寄付総額】
（2019年4月1日 ~2020年3月31日）

個 人 71,054,010円
団 体 100,000円
こ う よ う 会 32,093,780円
法 　 人 232,100,000円
合 計 335,347,790円
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お知らせ・報告

２０20年３月３１日現在
会員種別 栄誉会員 特別会員 終身会員

普通会員
会員格付 SA AA A B C D E F G H I

北海道 1 1 5 1 9
青　森 5 2
岩　手 1 1 1 7
秋　田 1 4
山　形 1 1 1
宮　城 1 2 1 2 1 1
福　島 6
茨　城 1 3 1 6 1 16 7 42
栃　木 2 2 2 3 8
群　馬 1 1 1 13
埼　玉 1 3 3 7 5 23 3 43 12 102
千　葉 1 1 3 1 11 2 30 8 58 24 120
東　京 1 1 1 2 6 3 17 3 23 10 61 20 134 67 289
神奈川 1 4 1 1 7 3 14 9 57 24 124
長　野 1 1 4 9 1 15
山　梨 3 5
静　岡 2 3 4 3 12
愛　知 1 1 2 1 3 5 2 15
岐　阜 2 1 3
福　井 1 1 1 3
石　川 1 1 3
富　山 1 2 1 5
新　潟 1 2 2 19
三　重 2 1 5
滋　賀 2 3
大　阪 1 2 2 2 2 9
京　都 1 1 2 4
奈　良 2 1 1
和歌山 1 1 3
兵　庫 1 1 2 2 3 5
鳥　取 1
島　根 2
岡　山 4 3 8
広　島 2 7 1 19
山　口 12 33
香　川 5 1
徳　島 1 1 3
高　知
愛　媛 1 1 1 2
福　岡 1 1 6
佐　賀 1
長　崎 1 2
熊　本 1
大　分 1 4
宮　崎 1 1
鹿児島 2 1 3
沖　縄 2 3
国　外 1
計 1 0 1 2 1 2 15 24 61 163 401 926

赤数字は物故者数　

都道府県別維持会会員数一覧



10

維持会レター

維持会が繋ぐ寄付の伝統

葛飾キャンパス 長万部キャンパス

神楽坂キャンパス 野田キャンパス神楽坂キャンパス（富士見校舎）

近代科学資料館（神楽坂）
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東京物理学校校舎の移転図




